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神経心理学研究でのコンビニ一夕活用
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抄録

1. 神経心理学研究にコンビョ一夕を利用した.データの解析は多判別分析 (重回帰分析,判別分析,主

成分分析,因子分析,数量化理論 1,2,3類)をもちいた.

2. CT の集積,重ね合わせの方法を開発し,各失語型の重ね合わせを行った.

3. 右利き失語症172例のCT像が,マイクロコンピュータを用いて,標準マTlリックス上に重ね合わ さ

れた.

4.AAT と SLTA の言語検査より失語症の判別を行った.

5.多判別分析は失語症の下位分類に有用であった.
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Abstract

1. Neuropsychologicalstudiesweremadeusingcomputer. Weanalyseddatausingthemethod

ofmultivariatedanalysis(multipleregressionanalysis,discriminantanalysis,principalcomponent

analysis,factoranalysisandquantificationtheoryNoI,No2andNo3).

2. Wedevelopedthemethodofcollectionandsearch ofdataofcomputed tomography(CT)

andmadeoverlapplngOfCT 丘ndingsineachaphasictype.

3. Usingamicrocomputer,thelocusandextentofthelesion,demonstratedbyCT in172right-

handedcases,weresuperimposedontothestandardizedmatrices.

4. Discriminantanalysiswasmadeusing thedataofAAT (AachenerAphasietest)andSLTA

(standardlanguagetestofaphasia).

5. MultiplediscriminantanalysisofAAT wasusefulin discrimination between Broca'saphasia

andWernicke'saphasia.
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は じ め に

近年コンピュータの発達により,医学の各

分野での応用もめざましいものがある.その

応用もコンピュータ専門家によって開発され

る医療機器がほとんどであるが,今回はわれ

われの開発した頭部断層写真の重ね合わせと

その解析についてコンピュータを利用して検

討を行ったので報告する.われわれの研究は

表 1の検討を行っているが,本報告では表 1

の1.CT の集積,重ね合わせ,表 1の8.

各言語検査より失語型の判別,および表 1の

9.各言語検査による各失語症例の検討の三

点について報告する.

目 的

神経心理学において,症状 と病巣の局在と

の関係が重要な問題である.神経心理学的症

状と病巣との関係を研究する場合,多数例の

集積およびその重ね合わせが必要である.そ

こで頭部断層撮影 ComputedTomography

(以下 CT と略す)の重ね合わせをすること

によって,症状と病巣との関係を究明したい.

さらに同時に入力した各失語検査を利用して

計量診断および各失語症例の検討を行 う.

方法と結果と考察
1-4)

1. CT の重ね合わせ

流れ図 (図 1)のごとく,CT を医師が判

読する.CT は10枚のスライスについて検討

されるが,ここでは失語症研究に重要である

スライス4, 5, 6,7 (図2)についての

重ね合わせを示す.

各スライスは図2のごとく,横50,縦60,

計3000の点からなる標準化されたマ トリック

スであり,この図上に CT の病巣を手書 き

する.この手書きされた病巣は,デジタイザ

ー ･マイタブレットDT IOOO型で,絶対座

標磁歪板方式を用いて, マイ コン PC9800

のフロッピー (1スライス 3000の点は30キ

ロバイ 再日当)に0- 1 (損傷のない部位に
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表 1 コンピュータによる検討
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1.CTの集積,重ね合わせ

2.CT部位のパターン分析

3.CTより失語型の判別 (計量診断)

4.CTより言語症状の予測

5.言語症状よりCTパターンの予測

6.各言語検査の要因分析

7.各言語検査間の関係および予測

8.各言語検査より失語型の判別 (計量診断)

9.各失語検査による各失語症例の検討

10.言語症状よりCT像の予測

は 0,損傷のある部位は 1)データとして入

力される.さらに症例関連のデータも入力さ

れる.データは症例番号,氏名,性別,午

齢,病名 (3種まで可能),失語型,発症年

月日,CT検査 日,運動 ･知覚 ･視野障害の

有無 ･脳波所見,言語検査結果などである.

フロッピーに入力された CT デ ータは,

各症例に関するデータによって検索可能であ

る.各失語型別に検索を行い,重ね合わせを

行ったのが写真 1である.重ね合わせは,図

上に示した標準色のごと く白,責,だいだ

い,赤となるに従い重ね合わせが強いことを

示している.これをブリンクに数字 ･点の濃

さでも出力される.症例は表 2のごとくで,

黍明郷 リハビリテーション病院で経験 した

172例である.このように CT の多数例を重

ねることによって,より詳細な研究が可能と

なる.

さらに,座標検索 (図 1)に よって,CT

の任意の座標点の病巣の有無が出力される.

このデータは PC9800から電話回線で東

北大大型コンピュータに連結される.データ

は数量化 3類によってパターン分析され,数

量化 2類によって失語症の計量診断がなされ

数量化 1類で言語検査結果の予測が なされ
3.5)

る.結果についてはすでに報告してある.以

上が CT データを病巣の有無とい う質的 デ

ータとして用いた場合の分析で あるが,CT

病巣をある領域 (例えはブローカ領域,ウエ

ルニツケ領域)ごとにその部位の病巣面積

(体積でも可能)を求めて,量的データから



32 渡 辺,他

キーボー ド

症例 に関する

21種のデータ

同一失語型別に

重ね合せをする

CTの写真
1症例10枚

マ トリックスに

病巣記入

デジタイザー

による人力
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CTを見て医師が損傷部位 を

標準用紙に記入する

マイタブレットDTIOOO型
でマ トリックスの異常 部位
をなぞる

1症例 1スライス
3000の点に0-1

データとして人力

(1スライス30KBT)

＼
検索 PC9800

損傷部位の

表示重ね合せ

座標検索 PC9800

スライス面,Ⅹ-Y座標を指示
するとその点に損傷部位の

ある症例がプリンタに表示
古れる

ACOSIOOOへ
端末から
データ転送

ACOSIOOOへ
のファイル

統計計算
ACOS1000

図 1 流 れ 図.

数量化 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

1 リモー トバ ッチ出力

プリンタ出力

結果が出る
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図 2 CT標準マ TLl)ックス.

表 2 症 例

SampleCharacteristics

Numberof
Cases

Total Male Female

47
34
劫
13
粥

0
6
9
9
4

4
2
1

4

7
8
1
4
4r=

主成分分析,因子分析による変量分析,判別

分析,多判別分析による計量診断,重回帰分

析による言語症状の予測も可能となろう.

逆にまた,言語検査のデータを用いて CT

病巣を予測することも可能となろう.

(172cases)

Age

Range Md.

16-79
40-76
18-67
24-63
25-79

5
fB
55
54
53
6

Education
(years)

Range Md.

9
0
0
1
8

r=
r=
r=

6
6
6
6
6

1
1
1
1
1

1
)
一
一
l

6
0
6
9
0

2. 各言語検査による失語症の判別

コンピュータに入力された言語検査を用い
6,7)

ての多変量解析の臨床応用について述べる.

言語検査データは量的データであるため,上

記の因子分析,判別分析,重回帰分析などが

可能である.

ここでは2種の言語検査,AAT(Aache_
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DiscriminantscoresbetweenWernickeandBroca

numberofsubjects
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図 3 SLTA と AATの判別分析.

nerAphasietest)と SLTA (StandardLan一

guageTestofAphasia)の比較を行 って

みたい.ブローカ失語とウエ/レニッケ失語の

AAT と SLTA による判別は図3のごとく

である.この図からわかるごとく AAT で

は完全に判別されるのに SLTA では80%し

か判別されない.すなわち,各種計量診断で

どの検査がより有用であるかの検討も可能と

なる.

3. 各言語検査による失語症症例の検討

図4は AAT の多判別分析である. これ

は表2の症例 172例の5型の失語型の分析で

ある.図4は軸 1,2について図示したもの

であるが図4の左に注目すると,自ぬき三角

(△)がみられ,これは全失語例である.G

はその重心を示す.よくみるとGを中心に左

上,右上,左下の三群に分かれているのがわ

かる.臨床的には表 2の全失語であるが,こ

れをもう一度臨床での言語症状を検討してみ
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図 4 AATの 多 判 別 分 析.

ると次のごとくであった.すなわち,左上が

再帰性発話群であり,右上が未分化型 jargon

群失語であり,左下がその他の全失語であっ

た.この様に,多変量解析 (この場合多判別

分析)のデータをもう一度臨床的にフィード

バ ックすることにより,より詳細な検討 も可

能となってくる.

ま と め

1) コンピュータを用いての失語症 CTの

重ね合わせおよびその分析について述べた.

2)言語検査データからの失語症の判別,

それによる言語検査の性状分析を行 った.

3)多判別分析応用による新たな臨床分析

の例をあげた .

以上のごとく,手作業では大きな困難を伴

う分析が コンピュータを利用すると,より迅

速に,より有機的に行われ得ると思われる.
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ス ラ イ ス 4 ス ライ ス 5 ス ライ ス 6

写真 1 失語症 CT の重ね合わせ.

ス ライ ス 7




